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　平成22年１月現在、北海道の水産試験場にはお

やしお丸（178トン、中央水産試験場所属）、金星

丸（151トン、函館水産試験場所属）、北辰丸（216

トン、釧路水産試験場所属）、北洋丸（237トン、

稚内水産試験場所属）の４隻の試験調査船があ

り、これまで北海道周辺海域で、海域や課題を分

担しながら、北海道の水産業を支える試験研究に

携わってきました。しかし、近年の厳しい財政状

況の下、維持管理予算や船員数が減少する中、厳

しい財政状況は今後も続くと予想されるため、こ

れら４隻のうちおやしお丸を、平成22年１月末を

もって、やむなく用途廃止することになりました。

　現在のおやしお丸は就航から20年目を数え、そ

の間、数多くの調査・研究に携わり、たくさんの

成果を残してきました。そこで、例年開催してい

る水産試験場主催の海洋研究グループ会議と浮魚

研究グループ会議の開催に併せて、おやしお丸の

これまでの航跡と功績を振り返るため、「試験調

査船おやしお丸成果報告会（“こうせき”をふり

返る）」を平成22年１月26日、余市町の中央水試

大会議室において開催しました。

キーワード：おやしお丸、歴史、系譜、調査、成果、報告会

鳥澤　　雅

　当日は、おやしお丸船員OBを含む80名近くが

出席し、以下の報告に耳を傾けました（写真１）。

１．おやしお丸からの報告

　１）試験調査船「おやしお丸」で行った調査

　　　　　酒井勝雄・花川良治　14:40～15:05

２．資源管理部からの報告

　１）浮魚調査とその成果

　　　　　佐藤　充　　　　　　15:05～15:30

　２）底魚調査とその成果

　　　　　星野　昇　　　　　　15:30～15:55

３．海洋環境部からの報告

　１）おやしお丸によるサハリン訪問航海について

　　　　　大槻知寛・田中伊織　15:55～16:30

　２）おやしお丸による深海係留流速観測の記録

　　　　　中多章文　　　　　　16:30～17:00

写真１　成果発表会場風景 写真２　成果報告会パンフレット表紙

試験調査船おやしお丸成果報告会
（“こうせき”をふり返る）
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４．その他　　　　　　　　　　17:00～17:15

　当日は、おやしお丸の系譜と主な成果を整理し

たパンフレット（写真２）を配布しました。それ

に準じて、おやしお丸の系譜と成果の概要をお知

らせするとともに、各発表の概要をご紹介しま

す。

おやしお丸の系譜

　おやしお丸の系譜を表１に整理しました。現在

の北海道立各水産試験場の前身となる北海道水産

試験場が1901年（明治34年）、後志国高島郡高島

村（現小樽市高島）に設置されました。その後、

1931年（昭和６年）に北海道水産試験場本場が余

市町浜中町に移転され、第二次大戦後の1950年（昭

和25年）に、水産庁北海道区水産研究所と北海道

立水産試験場に分離されました。北海道立水産試

験場はその後、時代の変化に応じて体制を組み替

えつつ、現在は中央（余市）、函館、釧路、網走、

稚内、栽培（室蘭）の６水産試験場体制に至って

います。

　この間、多くの試験調査船が建造されて活躍

し、その数は三十有余隻を数えます。これらの中

で、漢字表記された親潮丸が1919年までありまし

たが、ひらがな表記の初代おやしお丸が建造され

たのは1952年（昭和27年）です。初代おやしお丸

（写真３）は、1933年（昭和８年）に建造された

白鴎丸が1951年（昭和26年）５月に水晶島沖合に

て遭難大破したことから、その代船として建造さ

れました。初代おやしお丸はその後、1960年（昭

和35年）に道立水産試験場本場（現中央水試）に

移管され、1967年（昭和42年）には函館水試へ、

1968年（昭和43年）には網走水試に移管され、

写真３　おやしお丸（初代）
（37.18トン、ディーゼル120馬力、木船）

表１　おやしお丸の系譜
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1973年（昭和48年）に廃船となり、以後、網走水

試には現在まで試験調査船は配備されていませ

ん。

　初代おやしお丸の1968年（昭和43年）網走水試

へ移管と同時に、1953年（昭和28年）に建造され

釧路水試に配置されていた光洋丸が、函館水試に

移管されました。この光洋丸の代船として、1978

年（昭和53年）に、北洋鮭鱒資源調査会に所属し

ていた親潮丸を購入・整備し、おやしお丸（第２

代、写真４）と改名しました。第２代おやしお丸

は1988年（昭和63年年）に、それまで中央水試に

所属していた1980年（昭和55年）建造の２代目金

星丸と入れ替わって、中央水試へ移管されまし

た。

　第３代おやしお丸（写真５）は、第２代おやし

お丸の代船として1990年（平成２年）に建造さ

れ、全長39.02m、幅7.70m、深さ3.60m、総トン

数178.0トンと、第２代おやしお丸に比べひと回

り小さくなったため、船首が一段高くなっている

写真４　おやしお丸（第２代）
（237.24トン、ディーゼル540馬力、鋼船）

写真５　おやしお丸（第３代）
（178.0トン、ディーゼル1,100馬力、鋼船）

船首楼型をさらに船体後方まで延長した長船首楼

型を採用し、居住スペースや作業スペースを確保

しました。

　漁獲調査では、サケ・マス（流し網）、イカ類

（イカ釣り機、集魚灯）、カニ・エビ類（かご漁

具）、底魚類（底刺網、ビームトロール、そりネッ

ト）などの漁獲調査全般に対応できる機能を備え

ていました。また海洋観測船としても位置付けら

れ、大型の観測機器やネット類の投入・回収にも

対応できるAフレームを船尾に配し、航行しな

がら動物プランクトン量をサイズ別に連続的に自

動計測できる動物プランクトン計量システムや、

海水中の栄養塩類を分析するオートアナライザー

なども備えていました。その他にも計量魚群探知

機、高精度塩分測定器、最新のシーバード社製

CTD観測装置、ドップラー潮流計、自走式水中

ビデオカメラ、３次元海底地形探査装置などを装

備し、投揚網、海洋観測のほか、港内での離接岸

時の操船を容易にするサイドスラスターを船首と

船尾に配し、その稼働をコンピュータで自動制御

するジョイスティックコントローラーを備えるな

ど、当時としてはまさに最新鋭の科学調査船とし

て誕生しました。

　しかし前述のとおり、これら４隻のうち、船齢

もほぼ20年に達するおやしお丸を、平成22年１月

末をもって、やむなく用途廃止し、平成22年度か

らは３船体制でこれまでと同等の各種調査に臨む

ことになりました。

おやしお丸（第３代）が行ってきた調査

　おやしお丸（第３代）が行ってきた調査を年度

別に整理した表２を見ると、調査も時代とともに

変化してきたことが分かります。また、1991年

（平成３年）に行われた日ロ研究交流のためのサ

ハリンまでの航海や、1993年（平成５年）７月12
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表２　おやしお丸（第３代）を用いた調査年度別一覧
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表３　おやしお丸（第３代）を用いた調査・研究の主な成果（要旨類は除く）
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日に、たまたま現場近くでのスルメイカ調査時に

発生した北海道南西沖地震のときには、その後の

捜索・監視にも対応しました。また、2000年（平

成12年）３月31日の有珠山噴火のときには、水産

庁（当時）北海道区水産研究所北光丸・探海丸、

函館水試金星丸、釧路水試北辰丸などと連携し

て、噴火湾での環境調査やホタテ・ラーバ調査な

どに当たりました。主な調査の概要や苦労話など

は、本誌35～45ページをご覧ください。

おやしお丸（第3代）による調査・研究の主な成果

　おやしお丸で行った調査結果は「北海道浮魚

ニュース」「日本海スケトウダラ魚探調査速報」

「ハタハタ情報」「海況速報」などの各種速報とし

て、FAXやインターネット「マリンネット北海

道」ホームページを通じて、漁業関係者や広く一

般の方々にもお知らせすると共に、関係漁業の部

会、協議会等でも報告してきました。また、北海

道水産林務部水産局長が主宰する「水産資源管理

会議」における北海道周辺海域における資源評価

や、水産庁が実施している資源評価のための重要

な基礎資料としても生かされ、これらの結果は北

海道が発行する「北海道水産資源管理マニュアル」

や水産庁が発行する「我が国周辺水域の漁業資源

評価」として、印刷・公表され、インターネット

を通じても閲覧することができます。

　さらに、おやしお丸を用いた調査で得たデータ

は、論文や広報資料として、学術雑誌や広報誌等

を通じて発表されてきました。表3にその主なも

のを整理しました。

終わりに

　おやしお丸は、2009年（平成21年）12月２日に

最後の航海（12月定期海洋観測）を終え（写真６

～８）、2010年（平成22年）１月末をもって用途

廃止され、初代おやしお丸からの長い歴史に幕を

閉じました。平成22年度から、北海道立水産試験

場は残る3隻の試験調査船とともに、地方独立行

政法人北海道立総合研究機構の水産研究本部に移

行することになります。これまでのおやしお丸の

調査結果を様々な形で利用していただいた皆様に

お礼を申し上げるとともに、おやしお丸にも感謝

と慰労のことばをかけてあげたいと思います。「お

やしお丸、お疲れ様、ありがとう」。

（とりさわ　まさる　中央水試副場長

報文番号B2321）

写真６　最後の航海を終えて小樽港に入港する
おやしお丸（平成21年12月２日）

写真７　ファンネルマーク

写真８　おやしお丸船橋前の製造番号と船舶番号




